
 

 

 

平成 18 年度 活動の記録 
(平成 17 年 11 月 30 日～平成 18 年 12 月 31 日) 

 

 

 

 

 

 

平成 18 年 8 月 18 日 16:10 頃、局地的な激しい雨により、雫石町長

山の御神坂沢で土石流が発生。土石流は御神坂駐車場や県道網張温

泉線を土石で埋め尽くした。駐車車両が 1 台押し流され、女性 1 名

が軽傷を負った。 

 

北上川ダム統合管理事務所によると、網張地点での雨量は、降り始

め(17 日夕方)からの 24 時間で約 170mm、土石流発生直前の 1時間(15

～16 時)には 58mm であった。 
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業務実施の方針 

平成 18 年度は、次の方針で事業を実施しました。 

・調査研究、提案、研修活動等を通して、組織活動の活発化を図る。 

・次年度に向けた事業の企画検討を行なう。 

・地域の問題解決を図るため、他団体からの受託事業を円滑に実施し、積極的な

事業展開を図る。 

 

活動概要 

初年度の活動は、組織づくりに重点を置きながら、受託事業を 3 件(うち 2 件は継続中)、

勉強会、外部研修会、災害現地踏査を各 1 回、ホームページ開設、土砂災害写真パネ

ル展など、活発に事業展開してきました。初年度としては、充実した活動であったと

思います。 

 

「八雲の沢防災住民懇談会」は NPO 設立間もない時期に急遽実施したものですが、懇

談会主催者等の支援を受けながら、住民の防災意識の高揚に貢献する事ができ、高い

評価を得ることができました。初年度に 3 件の事業を受託できたことは、防災関係者

から期待されていることの表れであり、しっかりと成果を出す必要があると考えてい

ます。 

 

当 NPO の自主事業としては、土砂災害写真パネル展を 2 箇所で開催しました。展示は

小規模でしたが、次年度以降の継続的な開催に向けて良いスタートを切ることができ

ました。岩手県砂防災害課など、協力いただいた防災関係者には大変感謝しています。 

 

これから更に、組織を充実させ、県民の期待に応えていきたいと考えています。 

 

設立の経緯 

【設立準備会】 

第 1 回(平成 17 年 9 月 15 日)、第 2 回(同 10 月 4 日)、第 3 回(同 11 月 1 日) 

 

【設立総会】 

平成 17 年 11 月 30 日 13:30 から、土木技術会館にて開催しました。設立準備会から議

案が提出され、審議の上、提案通り決定しました。 
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【認証書交付式】 

平成 18 年 2 月 8 日、盛岡地方振興局長から認証書を受け取りました。交付式の後、県

内の報道機関から取材を受けました。法人登記は 2 月 14 日です。 

 

 

実施した事業および主な活動 

 

【釜石市八雲の沢防災住民懇談会】 

主催：釜石地方振興局土木部 

実施日時：平成18年2月24日および3月7日、

17:00～21:00 

実施場所：釜石市八雲町 

 

八雲の沢では現在、土石流対策施設が計画されて

います。今回の懇談会は、行政と地域住民とが一

体となって砂防計画を進めるために行われまし

た。住民からは砂防施設のほか、緊急時の避難、

平常時の利便性，高齢者への配慮など、生活者の

視点から貴重な意見が出ました。また、住民自身

が町内会主体の防災活動（自主防災）の必要性を

再認識し、たいへん有意義なものでした。 

 

 

 

 

 

 



NPO 法人 防災ネットいわて 2007 

 
3

 

 

【第1回臨時総会および防災勉強会】 

日 時：平成18年5月22日(月)13:30～15:00 

会 場：アイーナ6F 団体活動2号室 

審議事項： 

・これまでの活動内容に関する件 

・運営ルールなど 

 

勉強会： 

・住民との協働による土砂災害の減災を目指

して (井良沢理事長) 

・地すべり災害復旧工事の事例について 

(古賀理事) 

・BNIと土砂災害防止法 (八重樫副理事長) 

 

 

 

 

 

 

 

【がけ崩れ危険住宅移転促進支援制度普及広報業務】 

発注者：県土整備部砂防災害課  
実施日時：平成 18 年 7 月～(継続実施中) 

実施場所：大船渡市、陸前高田市、遠野市 

 

岩手県独自の新しい施策を土砂災害特別警戒区域の住

民に周知するため、大船渡市を中心に 318 戸を訪問し、

制度や降雨時の対応などを直接説明しました。 

平成 19 年 3 月に向けて、広報活動の成果やアンケート

集計結果、住民の意識や今後の課題等をまとめる予定で

す。 

(大船渡市盛町) 

【土砂災害基礎調査結果住民周知業務】 

発注者：県土整備部砂防災害課  (大船渡地方振興局土木部、大船渡市建設課 ) 
実施日時：平成 18 年 11 月～(継続実施中) 

実施場所：大船渡市(平成 18 年のみ) 

 

土砂災害防止法に基づく基礎調査結果・警戒区域指定に関する説明会の資料発送と、

説明会受付および議事録の作成を大船渡市で行いました。今後、基礎調査結果周知に

係わる住民対応のあり方等の提言を行っていきます。
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(以上、県庁での準備の様子) 

 

 

(アイーナでの様子) 

 

【岩手の土砂災害写真パネル展】 

日時場所：平成18年8月28日～9月1日8:30

～17:00、岩手県庁1階県民室 

日時場所：平成18年9月6日～9月12日9:00

～21:30、岩手県民情報交流センター(アイー

ナ) 3F 北側フリースペース 

 

＜災害写真展開催にあたって＞ 

岩手県は厳しい自然条件から、洪水・土砂災害・地

震や津波・火山噴火・雪崩災害などの自然災害が多

く、長年にわたり県民に打撃を与えてきました。そ

の中でも土砂災害は、尊い人命や財産が一瞬にして

失われる可能性が高く、今もって予知予測が困難な

災害です。 

 

1972年から2003年までの31年間に、県内では410

件の土砂災害が起きています。近年では、2002年(平

成14年)に釜石市で、土石流により2名の尊い人命

が失われました。また、1999年(平成11年)10月に

は二戸市で土石流が発生し、4人が死傷しています。 

 

このような土砂災害に対する施設整備は全国的に遅

れています。岩手県も同様で、県民が「安全で安心

して暮らせる」ための社会資本整備は、まだまだ時

間がかかります。今後は、住民みずからが正しい防

災の知識を持って危険を察知し、自主的に避難する

ことが重要であると考えています。 

 

今回の災害写真展は、県内の土砂災害の被害状況や

防災関係機関の取り組み等を紹介し、一人でも多く

の県民の方に、防災に対する理解と意識を持っても

らうことを目的に開催しました。減災に向けて少し

でもお役に立つことができればと考えています。 

 

最後に、災害写真展を開催するにあたって、ご支援

くださいました岩手県砂防災害課ならびに、写真を

ご提供くださいました関係各位に厚く御礼申し上げ

ます。 

       2006年8月 理事長 井良沢 道也 
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【雫石町御神坂沢土石流災害 現地踏査】 

日 時：平成18年8月23日(水) 14:00～17:00 

場 所：雫石町大字長山 御神坂沢 

(土石流の発生経緯は表紙参照) 

 

緊急現地踏査を実施しました。堰堤(御神坂沢

谷止)が径2m以上の安山岩塊を止めており、被

害を低減した様子が分かります(写真)。 

堰堤から約1.7km上流の大崩壊地まで行きまし

たが、土石流の発生源は更に上流と見られます。 

 

 

 

当 NPO を紹介する新聞記事 

 

盛岡タイムス(平成 18 年 2 月 9 日) 

 

 

 

 

                    岩手日報(平成 18 年 8 月 24 日朝刊) 



NPO 法人 防災ネットいわて 2007 

 
6

 

岩手日報(平成 18 年 9 月 3 日朝刊) 
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